
議案第１号 

   職員の高齢者部分休業に関する規則の制定について 

 

  令和５年３月３日提出  岩手県人事委員会 委員長  渡辺 正和 

 

第１ 趣旨 

   職員の高齢者部分休業に関する条例（令和４年岩手県条例第40号）の制定

に伴い、新たに規則を制定しようとするものである。 

 

第２ 規則案の内容 

   職員の高齢者部分休業について、必要な事項を定めること。 

 

第３ 施行期日（附則関係） 

   令和５年４月１日 
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職員の高齢者部分休業に関する規則をここに公布する。 

  令和５年 月 日 

                                            岩手県人事委員会 

委員長 渡 辺 正 和  

岩手県人事委員会規則第 号 

   職員の高齢者部分休業に関する規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、職員の高齢者部分休業に関する条例（令和４年岩手県条例第40号。以下「条例」という。）第７条の規定に

基づき、職員の高齢者部分休業に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （高齢者部分休業の承認の申請手続） 

第２条 高齢者部分休業の承認の申請は、高齢者部分休業承認申請書又は電磁的方法（電子情報処理組織を使用する方法その他

の情報通信の技術を利用する方法であって人事委員会が定めるものをいう。以下同じ。）により、原則として高齢者部分休業

をしようとする日の１月前までに行うものとする。 

２ 任命権者は、高齢者部分休業の承認の申請をした職員に対して、当該申請について確認するため必要があると認める書類の

提出を求めることができる。 

 （休業時間の延長の申出） 

第３条 休業時間（条例第３条に規定する休業時間をいう。以下同じ。）の延長の申出は、高齢者部分休業に係る休業時間の延

長承認申出書又は電磁的方法により、当該延長をしようとする期間の初日の１月前までに行うものとする。 

２ 前条第２項の規定は、休業時間の延長の申出について準用する。 

 （高齢者部分休業の承認の取消し等） 

第４条 任命権者は、条例第４条の規定に基づき高齢者部分休業の承認を取り消し、又は休業時間を短縮しようとするときは

、高齢者部分休業の承認の取消し・休業時間の短縮同意書又は電磁的方法により、当該高齢者部分休業をしている職員の同意

を得るものとする。 

 （高齢者部分休業に係る辞令書の交付） 

第５条 任命権者は、次に掲げる場合には、職員に対して、辞令書を交付しなければならない。 

 (１) 職員の高齢者部分休業を承認する場合 

 (２) 職員の高齢者部分休業の承認を取り消す場合 

 （補則） 

第６条 高齢者部分休業承認申請書等の様式その他この規則の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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